
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
記録媒体を記録・再生する記録・再生駆動ユニットを内蔵した電子機器を載置架台に載置
させて各種動作を行なわせる様に成した電子機器装置に於いて、
上記載置架台内に配設され、上記電子機器と係合して、該電子機器を該載置架台上にロッ
クするロック手段と、
上記記録・再生駆動ユニットが駆動中であることを検知する検知手段とを具備し、
上記検知手段の検知出力に基づいて上記ロック手段をロックし、上記電子機器を上記載置
架台から離脱出来ない様に成したことを特徴とする電子機器装置。
【請求項２】
前記載置架台には更に前記ロック手段を解除させる解除手段を具備し、
上記記録・再生駆動ユニットが駆動中は上記解除手段を操作しても上記ロック手段を解除
しない様に成したことを特徴とする請求項１記載の電子機器装置。
【請求項３】
記録媒体を記録・再生する記録・再生駆動ユニットを内蔵した電子機器を載置架台に載置
させて各種動作を行なわせて該記録媒体及び該記録・再生駆動ユニットを保護する様に成
した電子機器の保護方法に於いて、
上記電子機器を上記載置架台に載置した状態で、上記記録・再生駆動ユニットが駆動状態
にあることを検知した時は、該電子機器を該載置架台から離脱出来ない様に成したことを
特徴とする電子機器の保護方法。
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【請求項４】
前記載置架台に設けられたロック解除手段を操作しても、前記記録・再生駆動ユニットの
動作中は解除を行なわない様に成したことを特徴とする請求項３記載の電子機器の保護方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯型の記録・再生装置、撮像装置、デジタルカメラ等の電子機器を載置架台
を通じてコンピュータ等と信号の交換を行なう電子機器装置に係わり、特に、記録・再生
駆動ユニットの動作中に電源交換等を行なう場合に生ずるクラッシュに備えて保護を行な
う様になした電子機器装置及び電子機器の保護方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、携帯型のデジタルカメラ等の電子機器では記録・再生用の記録媒体として、ハ
ードディスクを記録再生する記録・再生駆動ユニット (ハードディスク・ドライブユニッ
ト：以下ＨＤＤユニットと記す )やフレキシブルディスク・ドライブユニット（ＦＤＤ）
を内蔵したものが提案されている。
【０００３】
上述の如きＨＤＤユニット等を内蔵した電子機器でメモリ等からＨＤＤのハードディスク
への書き込み動作が終了する前（記録動作中）に電源が切断されると、システムにクラッ
シュを生ずるため、電源を切断する際には記憶内容の一致化処理等のタスク終端処理を行
なった後に電源の切断を行なう様にする旨の記載が特許文献 1に記載されている。
【０００４】
又、電子機器に供給される、商用電源等の外部電源が停電した場合には必要なタスク終端
処理を行なうことが出来ないのでＡＣ電源の停電時に二次電池によって、緊急退避処理に
要する電力を一定時間供給する様にしたものが特許文献２に開示されている。
【０００５】
【特許文献１】
特開平１０－３３３７８６号公報（段落番号００１４、００１５ )
【特許文献２】
特開平　７－１６０３７５号公報（段落番号０００３）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上述の様に、ＨＤＤユニットを内蔵した電子機器ではハードディスクが動作中に電源電圧
が変動したり、切断されたりする場合、ハードディスク上で実ファイルデータや管理情報
が不適切な状態になったり、ハードディスクやＨＤＤユニットがクラッシュする等の弊害
を予防するためにＨＤＤユニットの動作を停止させる様な動作を行なわせるためのリリー
ス釦等の解除手段が設けられ、ユーザがこの解除手段を操作することでハードディスク等
のクラッシュを起こさない様に成されている。
【０００７】
一方、携帯用でＨＤＤユニットを内臓した撮像用の電子機器では二次電池等で駆動させる
場合、モニタ中、或は撮像途中で電池交換をしようとして電池蓋等を無理に開くユーザが
多い。
【０００８】
又、携帯用の電子機器をクレードル等の載置架台上に載置させて他のコンピュータとの信
号交換中等にＨＤＤユニットの動作中に電子機器を載置架台から持ち上げたりすると、急
激な電圧変動等でＨＤＤユニットにクラッシュ等を発生する。
【０００９】
上述の弊害を除くためには上記した様にユーザが解除手段を操作してＨＤＤユニットを停
止させることで、電子機器内のバックアップ用の二次電池や大容量のコンデンサを介して
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、記録、再生中のＨＤＤユニットの記録・再生ヘッドをスタート位置に戻して置けばよい
ことは明らかである。
【００１０】
然し、例えば記録中に解除手段のリリース釦等を押圧すると記録中の記録内容の記録が中
断されることになる。
【００１１】
本発明は上述の様な弊害を除くために電子機器の電池蓋や電子機器をクレードル上に載置
させた状態で電子機器のＨＤＤユニットが動作中であれば、電池蓋が開かない様に成し、
電子機器がクレードルから持ち上げられない様に自動的にロック機構を働かせ、ＨＤＤユ
ニットが不動作状態になったことを検知してロック機構を解除させることでＨＤＤユニッ
トのクラッシュを防止可能な電子機器装置及び電子機器の保護方法を得ることを目的とす
るものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明の電子機器装置は載置架台上にＨＤＤユニットが内蔵された携帯用の電子機器を装
着させた状態でＨＤＤユニットが動作していることを電気的に検出して、載置架台と電子
機器とを係止手段を介してロックすることで電子機器が載置架台から外れない様に構成し
たものである。
【００１３】
本発明の電子機器装置は記録媒体を記録・再生する記録・再生駆動ユニットを内蔵した電
子機器を載置架台に載置させて各種動作を行なわせる様に成した電子機器装置に於いて、
載置架台内に配設され、電子機器と係合して、電子機器を載置架台上にロックするロック
手段と、記録・再生駆動ユニットが駆動中であることを検知する検知手段とを具備し、検
知手段の検知出力に基づいてロック手段をロックし、電子機器を載置架台から離脱出来な
い様に成したものである。
【００１４】
本発明の電子機器の保護方法は記録媒体を記録・再生する記録・再生駆動ユニットを内蔵
した電子機器を載置架台に載置させて各種動作を行なわせて記録媒体及び記録・再生駆動
ユニットを保護する様に成した電子機器の保護方法に於いて、　電子装置を載置架台に載
置した状態で、記録・再生駆動ユニットが駆動状態にあることを検知した時は、電子機器
を載置架台から離脱出来ない様に成したものである。
【００１５】
斯かる、本発明の電子機器装置及び電子機器の保護方法に依ればＨＤＤユニットのクラッ
シュが防止でき、記録中の記録情報も消さない様な選択を行なうことも可能なものを得る
ことが出来る。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の電子機器として、記録媒体を記録再生する記録・再生駆動ユニット（ＨＤ
Ｄ、ＦＤＤ、光ピックアップ駆動ユニット、フラッシュメモリ等）及びＣＣＤ等の撮像手
段としてカメラを筐体内に設けた電子機器を載置架台上に載置した電子機器装置について
詳記する。
【００１７】
図１は本発明の電子機器装置の構成の１形態例を示す略線的正面図、図２は本発明の電子
機器装置に用いるフローチャート、図３は本発明の電子機器装置の１形態例を示す斜視図
、図４は図３（Ａ）のＡ矢視の右側面部を示す平面図、図５は本発明の１形態例を示す電
子機器装置の全体的系統図である。
【００１８】
本発明の上述の図１及び図２を説明する前に図３及び図４によって本発明の電子機器装置
の全体的構成を説明する。
【００１９】
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図３は本発明の電子機器の構成を示すものであり、電子機器とコンピュータ（以下ＣＰＵ
１と記す）間はクレードル（Ｃｒａｄｌｅ）２を介して信号の授受が行なわれる。
【００２０】
図３（Ａ），（Ｂ）に於いて、１はＨＤＤユニットを内蔵した電子機器を示し、２はＣＰ
Ｕ１との間で電子機器１で撮像した画像データ等を送受信するための載置架台と成るクレ
ードルである。
【００２１】
電子機器１は本体３となるケーシングの下端側に配設した枢軸４に回動自在に枢着された
カメラ部５とで構成される。このカメラ部５は図３（Ｃ）に示す様に枢軸４を中心に本体
３に対し略１８０度回転可能でレンズ６を手前側或は背面側までの所定位置に設定するこ
とができる。
【００２２】
本体３の前面側にはＬＣＤ等の表示部７や各種操作釦群８が配設され、この表示部７と略
平行する様に薄型のＨＤＤユニット（図１、図５参照）１９が配設され、操作釦群８の左
側にはＨＤＤユニット１９のアクセス状態を示すＬＥＤ１２等が配設されて、ＨＤＤユニ
ット１９のアクセス状態の監視を本体３の外側から可能と成されている。
【００２３】
又、図３（Ｃ）の様に本体３の半円状部９がクレードル２の半円状凹部１０に嵌め込まれ
ることで電気的接続が成され、クレードル２の映像端子、音声端子、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂａｓ）端子（図５参照）を介してＣＰＵやＣＲＴ等へ入出力
される。このクレードル２は充電回路も内蔵され、充電装置としても兼用できて、スタン
ド１１を介して載置面に対し傾斜して配置可能である。
【００２４】
図５は本発明の電子機器の全体的な系統図であり、図３との対応部分には同一符号を付し
て説明を進める。
【００２５】
電子機器１のカメラ部５内にはレンズ６の光学系を介して撮像した被写体像をＣＣＤ１３
等の撮像素子に投射し、ＣＣＤ１３で電気信号に変換された映像信号、マイクロホンで収
音された音声信号等は前置増幅回路１４及びカメラ及び音声信号処理回路１５等を介して
メインコンピュータで構成した制御回路３６（以下ＣＰＵ１）に接続したバスライン１８
に供給される。
【００２６】
バスライン１８にはインタフェース２０，２２，２４を介してＨＤＤユニット（記録・再
生駆動ユニット）１９、バッファメモリ２１、メモリカード２３が接続され、制御回路３
６を介してバッファメモリ２１やＨＤＤユニット１９に格納した映像信号や音声信号のデ
ータをモニタ駆動回路１６を介してモニタ用のＬＣＤ等の表示部７に映像信号を表示する
と共に、スピーカ駆動回路２７及びスピーカ２８を介して音声信号を放音し、必要に応じ
てクレードル２内の映像信号処理回路３１、音声信号処理回路３２、インタフェース３３
を介して映像信号、音声信号、ＵＳＢ信号を外部に出力する。
【００２７】
クレードル２はプラグ３５を介してＡＣの外部電源３４を電源回路３０でＡＣ－ＤＣ変換
し、電子機器１の本体３内に配設した電源回路２５に与えられ、上述の各回路の電圧源と
して動作させている。
【００２８】
ＣＰＵ１・３６にはＨＤＤユニット１９が動作中であることを検知するＨＤＤ動作状態検
知手段２９が接続され、前記した操作釦群８はＣＰＵ３６に接続されている。インタフェ
ース２０にはＨＤＤユニット１９のアクセス状態を表示するＬＥＤ１２等が接続されてい
る。
【００２９】
クレードル２内には図１及び図５に示した様にバスライン１８に接続された第２の制御回
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路（ＣＰＵ２）を有し、バスライン１８を介してコネクタ（ジャック）３７Ｊに接続され
、コネクタ（プラグ）３７Ｐは電子機器１の本体３のケーシング４５の底部に取り付けら
れ、制御回路（ＣＰＵ２）３９はインタフェース３８を介して解除手段を構成するリリー
ス釦４４やクレードル２の動作状態を示す表示用ＬＥＤ４０と接続されている。
【００３０】
又、インタフェース３８にはプランジャ２６も接続され、ＣＰＵ２・３９及びインタフェ
ース３８を介してプランジャ２６を駆動或は解除させることで枢軸４６を中心に揺動する
係止爪４２を本体３のケーシング４５の底部に設けた係止溝４３に係止或は離脱可能と成
される。
【００３１】
クレードル２の半円状凹部１０には本体３の底部に穿った透孔に嵌合して挿通されるガイ
ドピン４１が立設され、クレードル２上に載置した電子機器１を所定位置に保持する様に
成されている。
【００３２】
図１で電子機器１の本体３を構成するケーシング４５は略偏平な直方体形状と成され、Ｈ
ＤＤユニット１９はケーシング４５内に所定の緩衝部材を介して揺動自在に枢着されてい
る。
【００３３】
ＨＤＤユニット１９にはハードディスクを載置可能なターンテーブル及びハードディスク
にデータを記録、再生するヘッド並びにターンテーブルを回転駆動させるモータ等を略偏
平な直方体状のケーシングに内蔵し、コンパクトに構成されている。
【００３４】
又、本例の電子機器１では図３（Ａ）の本体３の右側面部４７を示す図４の様に一次又は
二次電池を挿入する為の電池収納部と電池蓋４９を有し、この電池蓋４９はＨＤＤユニッ
ト１９が動作状態では電池の取り出しが出来ない様にし、ＨＤＤユニット１９が停止状態
に成った時に取り出し可能と成る様な機構が取り付けられている。この電池蓋４９のロッ
ク機構としてはプランジャや小型モータ或はアクチュエータ等の駆動手段を用いて、ＨＤ
Ｄユニット１９の動作状態を検知すると（此の検知状態はＣＰＵが常に把握していてＬＥ
Ｄ１２を点灯させている）ロック機構をロックする様に成されているが、この部分に後述
すると同様の解除手段と成るリリース釦４４を関連させたり、新たなリリース釦４４ａを
付加したりすることも出来る。
【００３５】
次に、本発明の電子機器１をクレードル２上に載置した電子機器装置７０及び電子機器１
の保護方法を図１の構成図及び図２のフローチャートに基づいて説明する。本発明の電子
機器装置７０の基本的動作はクレードル２上に電子機器１を載置するとガイドピン４１を
介して案内された本体３のコネクタ３７Ｐ及び３７Ｊは互に結合されると同時に本体３の
係止溝４３に係止爪４２が係止されて、本体３はクレードル２から外れない様に自動的に
ロックされる様に成されている。
【００３６】
又はメインのコンピュータＣＰＵ１・３６からバスライン１８を介して第２のＣＰＵ２・
３９に供給される制御信号に基づいてＨＤＤユニット１９が駆動状態であることを検知し
たＨＤＤ記録状態検知手段２９（特にこの様な検知手段を設けなくても、ＬＥＤ１２を点
灯させるために、ＣＰＵ１はソフト的或はハード的にＨＤＤユニット１９の駆動状態は把
握している）に基づいて、この検知出力に依りプランジャ２６を駆動して、図１に示す係
止爪４２を係止溝４３に係止させる様にしてもよい。又、プランジャ２６を解除させて係
止爪４２を係止溝４３に係止させることも出来る。
【００３７】
次にＨＤＤユニット１９が停止状態に成ったことを検知したら解除手段、例えばリリース
釦４２等の操作でロックを解除することで本体３をクレードル２から取り外すことが出来
る様に成されている。
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【００３８】
従って、ＨＤＤユニット１９が動作している間はクレードル２から電子機器１は外される
ことがないのでシステムデータやハードディスクにクラッシュを生ずることなく電子機器
１の本体を破損する恐れがなく、安全性を保つことが出来る。
【００３９】
然し、上述の基本的構成だけでは、記録中のデータを中断してしまい、必要なデータを得
ることが出来なくなる問題を生ずる。
【００４０】
そこで、本例では図２の如きフローによって、ユーザの納得ずくで記録データの取捨選択
が可能な電子機器の保護方法を得る様にする。
【００４１】
上述の動作を図２で説明する。図１でリリース釦４４を押圧して電子機器１の本体３をク
レードル２から解除させ様とする場合、ＣＰＵ１・３６、或はＣＰＵ２・３８は図２の第
１ステップＳＴ１の様にリリース釦４４が押圧されたか否かを判断する。
【００４２】
押圧されていないＮＯでは第１ステップＳＴ１の頭に戻されるがＹＥＳであれば第２ステ
ップＳＴ２に進められる。
【００４３】
第２ステップＳＴ２ではＨＤＤユニット１９が記録中か否かの判断を行ない、記録中であ
れば第３ステップＳＴ３に進められ、記録中でないＮＯの場合はロックを解除して、例え
ばプランジャ２６を駆動して係止爪４２を係止溝４３から解除し、ＬＣＤ７にロックは解
除された旨の表示を行なう第６ステップＳＴ６に進めて、エンドに至る。
【００４４】
第３ステップＳＴ３では表示部のＬＣＤ７にＨＤＤユニット１９でハードディスクに記録
中のデータの記録を中断してよいか否かを表示する。この場合、中断しても良い場合は、
リリース釦を再度、押圧せよとの表示を行なう。
【００４５】
第４ステップＳＴ４ではリリース釦４４が再度押圧されたか否かを確認し、ＮＯであれば
第３ステップＳＴ３の頭に戻されるがＹＥＳであれば第５ステップＳＴ５でＨＤＤユニッ
ト１９のハードディスクへの記録を中断し、次の第６ステップＳＴ６でロック解除を行な
って、ロックを解除した旨の表示をＬＣＤ７に行なう様にしている。
【００４６】
上述の様に電子機器１のＨＤＤユニット１９の保護を行なうことでユーザが記録中のデー
タをリリース釦４４を押圧したことで中断、或は消去されてしまう様な弊害を除くことが
可能となる。
【００４７】
上述の様に本発明ではＨＤＤユニット等の記録媒体を記録・再生する記録媒体駆動ユニッ
トとデジタルカメラ等の撮像手段を有する電子機器とクレードルの組み合わせた電子機器
装置について説明したが、例えばデジタルカメラ、携帯用電話機器、携帯用記録・再生装
置、携帯用撮像装置、携帯用端末装置（ＰＤＡ）等の電子機器とクレードルの組み合わせ
装置にも利用可能である。要は、ＨＤＤユニットが働いている時はクレードルと電子機器
との切り離しを不可とし、ＨＤＤユニットが停止した状態で解除可能とすればよい。かく
すればＨＤＤユニットにクラッシュを生ずることなく、記録データ等もユーザに納得ずく
で中断させることが出来る。
【００４８】
【発明の効果】
本発明の電子機器装置及び電子機器の保護方法に依れば、電子機器の電池蓋及び電子機器
をクレードル上に載置させた状態で電子機器のＨＤＤが動作中であれば、電池蓋が開かな
い様に成し、電子機器がクレードルから持ち上げられない様に自動的或は手動でロック機
構を働かせ、ＨＤＤユニットが不動作状態になったことを検知してロック機構を解除させ
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ることでＨＤＤユニットのクラッシュを防止可能な電子機器装置及び電子機器の保護方法
を得ることが出来る。
【００４９】
又、リリース釦を操作することでＨＤＤユニットで記録中の記録データを消去或は中断さ
せることがない電子機器の保護方法を得ることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の電子機器装置の１形態例を示す要部の正面図である。
【図２】本発明の電子機器装置の動作説明用のフローチャートである。
【図３】本発明に適用される電子機器装置の１実施例を示す電子機器本体とクレードルの
斜視図である。
【図４】本発明の電子機器装置の右側面図である。
【図５】本発明に適用される電子機器装置の１実施例を示す系統図である。
【符号の説明】
１・・・電子機器、２・・・クレードル、３・・・本体、４・・・枢軸、５・・・カメラ
部、７・・・表示部（ＬＣＤ）、１９・・・ＨＤＤユニット、２６・・・プランジャ、４
２・・・係止爪、４３・・・係止溝
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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